
【技術分類】２－３－１ 素材／物性・分析／物理恒数 

【技術名称】２－３－１－１ 物理恒数 

 

【技術内容】 

 香料を取り扱う際に関係する物理恒数は主に蒸気圧および匂いの強さの尺度である。先ず、蒸気圧

について記す。高い蒸気圧を有する芳香物質は、軽い果実様のにおいを持つか、あるいは溶剤のよう

なにおいを有している。主要有香物質の蒸気圧を図表 1に示す。 

 

【図表 1】 

 

出典：香料の化学 1983 年 9 月 16 日、赤星亮一著、大日本図書株式会社発行、64 頁 表 3･3(a)  主

要有香物質の蒸気圧 

 

 蒸気圧の測定方法は多数あり、それらを次に列挙する。 

（1）静止法 

 (a)直接法：u型圧力計、改良 u型圧力計、マクライド圧力計、絶対圧力計 

 (b)間接法：ガラス隔膜圧力計、示差隔膜圧力計、半透膜圧力計、らせん管圧力計、懸鐘 

圧力計、等圧法、露点法、蒸発法 
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（2）気体流動法 

（3）沸点測定法 

（4）気体運動論に基づく方法 

 (a)分子流出法、(b)流出回転法、(c)表面蒸発法、(d)気体粘度を利用する方法、(e)熱電対真空計、 

 (f)ピラニ真空計、(g)ラジオメーター圧力計、(h)イオン化圧力計 

 これらの測定法のうち、香料の蒸気圧測定に適した方法は、u型圧力計、改良 u型圧力計、示差隔

膜圧力計、気体流動法、沸点測定法による方法である。 

 例として、気体流動法の一種で 1～1000μの蒸気圧測定に適しているバブリング法による香料の蒸

気圧測定法について、その装置を図表 2に示す。 

 

【図表 2】 

 

出典：香料の化学 1983 年 9 月 16 日、赤星亮一著、大日本図書株式会社発行、69 頁 表 3･1 バブ

リング法による蒸気圧測定装置 

 

【図表 2の説明】 

 AのボンベよりBのメインフローコントローラーを経て、窒素ガスはCの恒温水槽中に設置されている

ステンレス蛇管Dに入り、測定温度にまで昇温される。次に精密空気恒温槽E中の 1次精密流量制御器

F1を通り、2次精密流量制御器F2、積算流量計Gを経てバブリングにより試料蒸気で飽和された窒素ガ

スは捕集管Iに採取される。J1.J2は乾燥管である。この操作の結果得られた数量を用いて、所定の計

算式によって蒸気圧が求められる。 

 

 次に、匂いの強さを表す KlogC について記す。刺激の強さと感覚の強さを表すものに

Weber-Fechner の法則がある。L.Appel は簡略化のため、Iを感覚の強さを表す尺度とし、Cを溶液中

の濃度として、I= KlogC となる。標準有香物質としてシトラール、溶剤としてジエチルフタレート

（DEP）のように沸点が高く無臭のものを選び、濃度 1%から 100%までのシトラールに対するにおいの

強さを評価する基準として 6段階のレベルを設けた。 

 1000.2 ＝ 2.512 であるから  
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シトラールの場合、K=2.5 とおいて、I=2.5logC となる。 

シトラールの基準濃度（C）とにおいの強さのレベル（I）の関係を図表３に示す。 

 

【図表 3】 

 

出典：香料の化学 1983 年 9 月 16 日、赤星亮一著、大日本図書株式会社発行、48 頁 表 2･5 シト

ラールの基準濃度とにおいの強さのレベル 

 

 他の有香物質に対する強さのレベルには次の式が適用できる。 

 I=ｄ＋2.5logC  I は DEP 中の有香物質 1%溶液の強さ、dは標準シトラール溶液と比較して実験的

に決定する。 

 

 物質の疎水性の指標として Log P がある。有機溶媒として n-オクタノールなどを用い、水と混合し

て平衡に達したときの両相での濃度比を常用対数で表示する。コンピューターで構造から Log P を予

測する方法として Clog P 法がある。 

 

【出典／参考資料】 

香料の化学 1983 年 9 月 16 日、赤星亮一著、大日本図書株式会社発行、46－51 頁、62－72 頁 
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